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(57)【要約】
【課題】裏面側に突出することがなく、見栄えを良くし
てポストを具備することを可能にした壁構造体を提供す
る。
【解決手段】幅方向Ｔ１に所定の間隔をあけて立設され
た複数の支柱と、支柱の下端側同士を繋ぐように架設さ
れた下枠と、支柱の上端側同士を繋ぐように架設された
上枠と、支柱の前面と後面にそれぞれ固着して支持され
て前後の壁面を形成する一対の壁パネルとを備え、且つ
、一方の側端部の支柱の側面に形成されたポスト設置用
開口からポスト２５を挿入し、ポスト開閉扉を一方の側
端部の側面に配してポスト２５を内蔵するように構成す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幅方向に所定の間隔をあけて立設された複数の支柱と、
　前記支柱の下端側同士を繋ぐように架設された下枠と、
　前記支柱の上端側同士を繋ぐように架設された上枠と、
　前記支柱の前面と後面にそれぞれ固着して支持されて前後の壁面を形成する一対の壁パ
ネルとを備え、
　且つ、ポストが一方の側端部の前記支柱の側面に形成されたポスト設置用開口から挿入
し、ポスト開閉扉を前記一方の側端部の側面に配して内蔵されていることを特徴とする壁
構造体。
【請求項２】
　請求項１記載の壁構造体において、
　前記支柱が、仕切壁部及び該仕切壁部の両側端から幅方向外側に突出する一対の側壁部
とを備えて断面略コ字状に形成され、前記一対の側壁部の間の開口部を幅方向外側に向け
て配設される柱本体と、前記柱本体に係合して設置され、壁構造体の側面を形成する側面
パネルとを備え、
　且つ、前記柱本体は、前記仕切壁部に前記ポスト設置用開口が形成されるとともに、
　該ポスト設置用開口を挟んで上方及び下方の前記側壁部に重ね、前記壁パネルとともに
前記側壁部にビス留めして固着される固着部と、前記固着部から外側に突出し、前記側面
パネルを係合して支持する係合部とを有する側面パネル取付用部材を備えて構成されてい
る壁構造体。
【請求項３】
　請求項２記載の壁構造体において、
　前記柱本体は前記側面パネル取付用部材の固着部が重なる部分の前記側壁部を薄肉にし
て形成され、
　前記側面パネル取付用部材は前記側壁部の薄肉部に前記固着部を重ねた状態で前記側壁
部の薄肉部以外の部分の表面と前記固着部の表面が略面一になるように形成されている壁
構造体。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の壁構造体において、
　他方の側端部の前記支柱と幅方向外側に間隔をあけて立設される支柱フレームと、前記
支柱フレームの上端から前記上枠の上方に延設される上部フレームとを備えてなるフレー
ム構造を備えて構成されている壁構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、門袖などの壁構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、意匠性（見栄え、風格など）を高めたり、敷地と外部の出入り口を明確化する
などを目的として、和風建築では腕木門、棟門、くぐり門などを設けることが多い。
【０００３】
　一方、現代建築（現代的な住宅など）では、表面にサイディングやタイル貼りなどして
表面を装飾した門袖などの壁構造体を敷地と外部の出入り口などに設置し、この外構の壁
構造体に表札やポスト、照明などを取り付ける形式が多用されている（例えば、特許文献
１、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０８－１８９２７５号公報
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【特許文献２】特開２０１１－０４２９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の門袖などの壁構造体Ａにおいては、例えば図１２に示すよう
にポスト４０を設置する際に一方の壁面に投函口４０ａを設け、壁構造体Ａを貫通するよ
うにポスト４０を設けるようにしている。このため、壁構造体Ａの他方の壁面側にポスト
４０の取り出し口側が突出することになり、見栄えやポスト４０による占有スペースが必
要になるなどの点で改善の余地が残されていた。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑み、裏面側に突出することがなく、見栄えを良くしてポストを
具備することを可能にした壁構造体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達するために、この発明は以下の手段を提供している。
【０００８】
　本発明の壁構造体は、幅方向の所定の間隔をあけて立設された複数の支柱と、前記支柱
の下端側同士を繋ぐように架設された下枠と、前記支柱の上端側同士を繋ぐように架設さ
れた上枠と、前記支柱の前面と後面にそれぞれ固着して支持されて前後の壁面を形成する
一対の壁パネルとを備え、且つ、ポストが一方の側端部の前記支柱の側面に形成されたポ
スト設置用開口から挿入し、ポスト開閉扉を前記一方の側端部の側面に配して内蔵されて
いることを特徴とする。
【０００９】
　この発明においては、複数の支柱と下枠と上枠と壁パネルを備えて乾式工法で壁構造体
を構築するようにしているため、内部空間を利用することができる。そして、一方の側端
部の支柱の側面に形成したポスト設置用開口から挿入し、ポスト開閉扉を壁構造体の側面
に配するようにして、ポストを壁構造体に内蔵することが可能になる。
【００１０】
　また、本発明の壁構造体においては、前記支柱が、仕切壁部及び該仕切壁部の両側端か
ら幅方向外側に突出する一対の側壁部とを備えて断面略コ字状に形成され、前記一対の側
壁部の間の開口部を幅方向外側に向けて配設される柱本体と、前記柱本体に係合して設置
され、壁構造体の側面を形成する側面パネルとを備え、且つ、前記柱本体は、前記仕切壁
部に前記ポスト設置用開口が形成されるとともに、該ポスト設置用開口を挟んで上方及び
下方の前記側壁部に重ね、前記壁パネルとともに前記側壁部にビス留めして固着される固
着部と、前記固着部から外側に突出し、前記側面パネルを係合して支持する係合部とを有
する側面パネル取付用部材を備えて構成されていることが望ましい。
【００１１】
　この発明においては、ポスト設置用開口を挟んで上方及び下方に位置する柱本体の側壁
部に固着部を重ね、壁パネルとともに側壁部にビス留めすることによって側壁パネル取付
用部材を取り付けることができ、この側壁パネル取付用部材の係合部に係合させることで
、ポスト設置用開口を残し、このポスト設置用開口以外の部分に側面パネルを容易に設置
することができる。
【００１２】
　さらに、本発明の壁構造体において、前記柱本体は前記側面パネル取付用部材の固着部
が重なる部分の前記側壁部を薄肉にして形成され、前記側面パネル取付用部材は前記側壁
部の薄肉部に前記固着部を重ねた状態で前記側壁部の薄肉部以外の部分の表面と前記固着
部の表面が略面一になるように形成されていることがより望ましい。
【００１３】
　この発明においては、側面パネル取付用部材の固着部が重なる部分の柱本体の側壁部を
薄肉にして形成し、この側壁部の薄肉部に固着部を重ねた状態で側壁部の薄肉部以外の部
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分の表面と固着部の表面が略面一になるように側面パネル取付用部材が形成されている。
このため、壁パネルの裏面が接触する部分を略面一に形成することができる。これにより
、壁パネルとともに柱本体の側壁部と側面パネル取付用部材の固着部をまとめてビス留め
するようにしても、側面パネル取付用部材を柱本体の側壁部に好適に固着させることがで
き、且つ変形などが生じることなく壁パネルを好適に固着させることができる。すなわち
、施工性をよくすることができる。
【００１４】
　また、本発明の壁構造体においては、他方の側端部の前記支柱と幅方向外側に間隔をあ
けて立設される支柱フレームと、前記支柱フレームの上端から前記上枠の上方に延設され
る上部フレームとを備えてなるフレーム構造を備えて構成されていてもよい。
【００１５】
　この発明においては、フレーム構造によって壁構造体の意匠性を向上させることができ
る。また、他方の側端部の支柱とフレーム構造の支柱フレームの間の領域に、フレーム構
造に支持させてガラスや鋳物などで形成した装飾パネルを嵌め込むなどして意匠性を高め
ることも可能になる。さらに、フレーム構造の上部フレームを上枠と上下方向に間隔をか
けて配設するようにすれば、上部フレームや上枠に支持させながら上部フレームと上枠の
間に門灯などの照明装置（照明用の部材等）を設置したり、装飾パネル材を介装すること
もできる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の壁構造体においては、一方の側端部の支柱の側面に形成したポスト設置用開口
から挿入し、ポスト開閉扉を壁構造体の側面に配するようにして、ポストを壁構造体に内
蔵することが可能になる。これにより、従来のようにポストが壁構造体の壁面から突出す
ることがなく、見栄えの向上を図ることができ、また、ポストの占有スペースをなくすこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る壁構造体を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る壁構造体を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る壁構造体を示す分解斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る壁構造体の支柱を示す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る壁構造体の支柱の柱本体を示す正面図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る壁構造体のインターホン取付部を示す分解斜視図であ
る。
【図７】本発明の一実施形態に係る壁構造体のポストの一例を示す側断面図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る壁構造体のポストの一例を示す外扉を除いた状態の正
面図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る壁構造体を示す正面図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る壁構造体を示す正面図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る壁構造体の照明設置部を示す断面図である。
【図１２】従来の壁構造体を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図１から図１１を参照し、本発明の一実施形態に係る壁構造体について説明する
。ここで、本実施形態は、住宅などの敷地と外部の出入り口などに設置される袖壁などの
壁構造体に関するものである。
【００１９】
　本実施形態の壁構造体Ｂは、乾式工法で構築されるものであり、図１から図３に示すよ
うに、下端側を地中に埋設した基礎に支持させ、幅方向Ｔ１に所定の間隔をあけて立設さ
れた複数の支柱１と、支柱１の下端側同士を繋ぐように架設された下枠（下桟、巾木）２
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と、支柱１の上端側同士を繋ぐように架設された上枠（上桟）３と、上枠３と下枠２の間
に所定の間隔をあけて設けられ、支柱１の中間部同士を繋ぐように架設された中枠（中桟
）４と、支柱１、上枠３、中枠４、下枠２の前面と後面にそれぞれ固着して支持され、前
後の壁面を形成する一対の壁パネル５と、各壁パネル５の表面に一体に積層して配設され
る外装材６とを備えて構成されている。
【００２０】
　本実施形態の壁パネル５は、例えば、発泡ポリエチレン製の平板状の芯材の両面にそれ
ぞれアルミニウム製の面材を一体に積層し、各面材の表面にポリエステルなどの樹脂塗装
を施して形成されている。このように樹脂と金属の複合材として形成されていることによ
り、優れた物理特性（強度等）を得ることができ、その厚さを例えば３ｍｍ程度以下にす
ることができる。すなわち、この壁パネルは、従来の石膏ボード等の壁パネルと比較し、
高耐久であり、大幅に薄型化することができる。
【００２１】
　本実施形態の支柱１は、図３及び図４に示すように、仕切壁部１０及びこの仕切壁部１
０の両側端から幅方向Ｔ１外側に突出する一対の側壁部１１とを備えて断面略コ字状に形
成され、一対の側壁部１１の間の開口部を幅方向Ｔ１外側に向けて配設される柱本体１２
と、柱本体１２に係合して設置され、壁構造体Ｂの側面を形成する側面パネル１３とを備
え構成されている。
　なお、図４において、多数の側面パネル１３（１３ａ～１３ｇ）が図示されているが、
これら側面パネル１３（１３ａ～１３ｇ）は適宜選択して設置される。
【００２２】
　また、一方の側端部の支柱１の柱本体１２（１２ａ）（一方の支柱の柱本体）には、図
５に示すように、上端から下端までの間の所定位置に、仕切壁部１０を切り欠いてポスト
設置用開口１５が形成されている。さらに、本実施形態の一方の支柱の柱本体１２ａは、
図４に示すように、ポスト設置用開口１５よりも上方と下方に位置する一対の側壁部１１
がそれぞれ、仕切壁部１０の両側端に繋がる突出方向基端よりも僅かに先端側の位置から
先端までの部分の厚さを略半分にして薄肉で形成されている。
【００２３】
　そして、本実施形態の一方の支柱の柱本体１２ａは、図３及び図４に示すように、この
両側壁部１１の薄肉部１６にそれぞれ重ね合わせ、壁パネル５とともにビス留めして一体
に各側壁部１１に固着される固着部１７と、固着部１７から外側に突出し、側面パネル１
３を係合して支持する係合部１８とを有する側面パネル取付用部材１９を備えて構成され
ている。
【００２４】
　より具体的に、本実施形態の側面パネル取付用部材１９は、薄肉部１６以外の部分の側
壁部１１の厚さの略半分の厚さで平板状に形成された固着部１７と、固着部１７の側端か
ら直交して壁構造体Ｂの奥行方向Ｔ２外側に突出し、さらに直交して固着部１７に沿う壁
構造体Ｂの幅方向Ｔ１外側に突出する断面略Ｌ字状の係合部１８とを備えて形成されてい
る。
【００２５】
　この側面パネル取付用部材１９を、固着部１７を側壁部１１の薄肉部１６に重ね合わせ
て配置し、さらに壁パネル５の端部側を固着部１７に重ねるようにして壁パネル５を配置
し、壁パネル５と側面パネル取付用部材１９の固着部１７と側壁部１１にねじ込んでビス
留めする。このとき、側面パネル取付用部材１９の固着部１７と側壁部１１の薄肉部１６
を重ね合わせることで、この部分の厚さが側壁部１１の薄肉部１６以外の部分の厚さと同
等になる。すなわち、側壁部１１の薄肉部１６以外の部分と側面パネル取付用部材１９の
固着部１７の表面が面一（略面一を含む）となり、さらに言い換えれば、略同一平面上に
配される。
【００２６】
　これにより、この部分に裏面を面接触させて壁パネル５を配設することができ、壁パネ
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ル５が好適に支柱１に固着して支持されるとともに、側面パネル取付用部材１９が柱本体
１２ａに一体に取り付けられる。
【００２７】
　そして、このように一対の側壁部１１にそれぞれ固着して設けられた一対の側面パネル
取付用部材１９の係合部１８に係合させて断面略コ字状の側面パネル１３を取り付ける。
これにより、ポスト設置用開口１５以外の上方と下方にそれぞれ側面パネル１３が着脱可
能に設置される。
【００２８】
　また、本実施形態の壁構造体Ｂにインターホンを設置する場合には、図６に示すように
、このインターホンの子機２０を柱本体１２の一対の側壁部１１の間に固定金具２１で固
設し、インターホン用の開口が形成された側面パネル１３を一対の側面パネル取付用部材
１９の係合部１８に係合させて取り付ければよい。
【００２９】
　次に、本実施形態の壁構造体Ｂでは、図１、図２に示すように、従来と異なり、ポスト
２５がポスト設置用開口１５に挿入し、壁構造体Ｂに内蔵して設置される。
【００３０】
　具体的に、図７、図８（図１、図２参照）はポスト２５の一例を示している。このポス
ト２５は、例えばボックス型のポストであり、矩形箱状の投函箱２５ａと、投函箱２５ａ
に支持されて上下方向に延びる回動軸周りに回動して投函箱２５ａの一側面に形成された
開口部２５ｂを開閉する内扉２５ｃと、内扉２５ｃの外側に設けられ、投函箱２５ａに支
持されて上下方向に延びる回動軸周りに回動して投函箱２５ａの開口部２５ｂを開閉する
とともに内扉２５ｂを被覆／露出させる外扉２５ｄと、投函箱２５ａ内に収容された投函
物ホルダ２５ｅと備えて構成されている。
【００３１】
　また、内扉２５ｃは開閉可能な投函口２５ｆを備えるとともに、ダイヤル錠２５ｇなど
で施錠できるようになっている。
【００３２】
　さらに、投函物ホルダ２５ｅは、内扉２５ｃの投函口２５ｆから投函された投函物を受
けるためのものである。そして、本実施形態では、この投函物ホルダ２５ｅが投函箱２５
ａの開口部２５ｂ側に設けられた回動軸２５ｈ周りに回動可能に設けられている。すなわ
ち、外扉２５ｄ、内扉２５ｃを開き、投函物ホルダ２５ｅを回動させると、投函箱２５ａ
の開口部２５ｂから投函物ホルダ２５ｅを傾斜した状態で外側に突出させることができる
。これにより、投函物ホルダ２５ｅに収容された投函物を好適に取り出すことができる。
　なお、投函物ホルダ２５ｅは、スライドレールなどを設け、投函箱２５ａの開口部２５
ｂから外側に引出可能に設けたり、引出可能且つ回動可能（傾動可能）に設けられていて
もよい。この場合においても、投函物ホルダ２５ｅに収容された投函物を好適に取り出す
ことができる。
【００３３】
　そして、本実施形態の壁構造体Ｂでは、壁構造体Ｂの側面に形成されたポスト設置用開
口１５に投函箱２５ａを挿入し、支柱１にビス留めなどしてポスト２５を設置すると壁構
造体Ｂに投函箱２５ａが内蔵され、この状態で外扉２５ｄが壁構造体Ｂの上下の側面パネ
ル１３とともに壁構造体Ｂの側面を形成するように配設される。
【００３４】
　一方、本実施形態の壁構造体Ｂは、図１、図２及び図９（ａ）に示すように、主に壁構
造体の意匠性を向上させるために設けられるフレーム構造２６を備えて構成されている。
【００３５】
　本実施形態のフレーム構造２６は、壁構造体Ｂの他方の側端部の支柱１２（１２ｂ）（
他方の支柱）と幅方向Ｔ１外側に間隔をあけて立設される支柱フレーム２７と、支柱フレ
ーム２７の上端から上枠３の上方に延設される上部フレーム２８とを備えて略逆Ｌ字状を
呈するように形成されている。また、これら支柱フレーム２７と上部フレーム２８はそれ
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ぞれ、例えばアルミニウム製の押出形材を用い、表面に外装材を貼設するなどして形成さ
れている。
【００３６】
　また、図１０に示すように、他方の支柱１２ｂと支柱フレーム２７、上部フレーム２８
で囲まれた領域（スリット部）に、ガラスや鋳物などで形成した装飾パネル２９を嵌め込
み、意匠性を高めるようにしてもよい。
【００３７】
　さらに、図９（ａ）に示すように上部フレーム２８を上枠３に直接係合、ビス留めする
などして接続してもよいし、図１０に示すように、上部フレーム２８を上枠３の上下方向
Ｔ３の間に間隔をあけるようにして設置してもよい。
【００３８】
　また、図１０、図１１に示すように、上部フレーム２８を上枠３と上下方向Ｔ３に間隔
をあけて設置する場合には、例えば、上部フレーム２８と上枠３の間に、樹脂やガラスな
どで形成した半透明あるいは透明の透過性部材３０や側枠材３１を介装し、これら透過性
部材３０や側枠材３１で上部フレーム２８を支持するようにしてもよい。そして、壁構造
体Ｂの内部空間（壁本体部やフレーム構造２６の内部空間）を配線路として、透過性部材
３０と側枠材３１で囲まれた内部にＬＥＤなどの光源を設置する。これにより、門灯など
の照明装置を上部フレーム２８と上枠３の間に設置できる。
【００３９】
　また、このとき、上部フレーム２８の下面及び／又は上枠３の上面に、透過性部材３０
や側枠材３１の上端部や下端部が嵌合する嵌合溝３２を形成しておくことが望ましい。こ
の場合には、上部フレーム２８の下面及び／又は上枠３の上面に形成した嵌合溝３２に上
端部や下端部を嵌合させ、容易に透過性部材３０、側枠材３１を位置決めして固設するこ
とが可能になる。
【００４０】
　また、図９（ｂ）に示すように、上部フレーム２８と上枠３の上下方向Ｔ３の間に照明
用の部材ではなく、装飾パネル材３３を介装してもよい。
【００４１】
　したがって、上記構成からなる本実施形態の壁構造体Ｂにおいては、複数の支柱１と下
枠２と上枠３と壁パネル５を備えて乾式工法で壁構造体Ｂを構築するようにしているため
、内部空間を利用することができる。そして、一方の側端部の支柱１の側面に形成したポ
スト設置用開口１５から挿入し、ポスト開閉扉２５ａを壁構造体Ｂの側面に配するように
して、ポスト２５を壁構造体Ｂに内蔵することが可能になる。
【００４２】
　よって、本実施形態の壁構造体Ｂによれば、従来のようにポストが壁構造体の壁面から
突出することがなく、見栄えの向上を図ることができ、また、ポストの占有スペースをな
くすことができる。
【００４３】
　また、本実施形態の壁構造体Ｂにおいては、ポスト設置用開口１５を挟んで上方及び下
方に位置する柱本体１２の側壁部１１に固着部１７を重ね、壁パネル５とともに側壁部１
１にビス留めすることによって側壁パネル取付用部材１９を取り付けることができ、この
側壁パネル取付用部材１９の係合部１８に係合させることで、ポスト設置用開口１５を残
し、このポスト設置用開口１５以外の部分に側面パネル１３を容易に設置することができ
る。
【００４４】
　さらに、側面パネル取付用部材１９の固着部１７が重なる部分の柱本体１２の側壁部１
１を薄肉にして形成し、この側壁部１１の薄肉部１６に固着部１７を重ねた状態で側壁部
１１の薄肉部１６以外の部分の表面と固着部１７の表面が略面一になるように側面パネル
取付用部材１９が形成されている。このため、壁パネル５の裏面が接触する部分を略面一
に形成することができる。これにより、壁パネル５とともに柱本体１２の側壁部１１と側
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面パネル取付用部材１９の固着部１７をまとめてビス留めするようにしても、側面パネル
取付用部材１９を柱本体１２の側壁部１１に好適に固着させることができ、且つ変形など
が生じることなく壁パネル５を好適に固着させることができる。すなわち、施工性をよく
することができる。
【００４５】
　また、フレーム構造２６によって壁構造体Ｂの意匠性を向上させることができる。また
、他方の側端部の支柱１２ｂとフレーム構造２６の支柱フレーム２７の間の領域に、フレ
ーム構造２６に支持させてガラスや鋳物などで形成した装飾パネル２９を嵌め込むなどし
て意匠性を高めることも可能になる。さらに、フレーム構造２６の上部フレーム２８を上
枠３と上下方向Ｔ３に間隔をかけて配設するようにすれば、上部フレーム２８や上枠３に
支持させながら上部フレーム２８と上枠３の間に門灯などの照明装置（照明用の部材等）
を設置したり、装飾パネル材３３を介装することもできる。
【００４６】
　以上、本発明に係る壁構造体の一実施形態について説明したが、本発明は上記の一実施
形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【符号の説明】
【００４７】
１　　　支柱
２　　　下枠
３　　　上枠
４　　　中枠
５　　　壁パネル
６　　　外装材
１０　　仕切壁部
１１　　側壁部
１２　　柱本体
１３　　側面パネル
１５　　ポスト設置用開口
１６　　薄肉部
１７　　固着部
１８　　係合部
１９　　側面パネル取付用部材
２０　　インターホンの子機
２１　　固定金具
２５　　ポスト
２５ａ　投函箱
２５ｂ　開口部
２５ｃ　内扉
２５ｄ　外扉
２５ｅ　投函物ホルダ
２５ｆ　投函口
２５ｇ　ダイヤル錠
２５ｈ　回動軸
２６　　フレーム構造
２７　　支柱フレーム
２８　　上部フレーム
２９　　装飾パネル
３０　　透過性部材
３１　　側枠材
３２　　嵌合溝



(9) JP 2016-98524 A 2016.5.30

３３　　装飾パネル材
４０　　従来のポスト
４０ａ　投函口
Ａ　　　従来の壁構造体
Ｂ　　　壁構造体
Ｔ１　　幅方向
Ｔ２　　奥行方向
Ｔ３　　上下方向

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】 【図１１】
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